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日
本
漢
方
で
独
自
に
発
達
し
た
と
い
わ
れ
る
腹
診
の
起
原
に
関

す
る
研
究
が
近
年
盛
ん
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
演
者
ら

は
、
今
日
見
ら
れ
る
腹
診
図
の
中
で
最
も
古
い
資
料
と
推
測
さ
れ

る
「
今
川
義
元
伝
書
』
（
京
都
大
学
富
士
川
文
庫
イ
．
三
一
○
）
、

〔
治
療
書
〕
（
同
、
チ
・
一
四
五
）
に
つ
い
て
検
討
し
、
腹
診
の
原

形
を
探
っ
た
。
な
お
、
断
簡
で
は
あ
る
が
、
両
書
は
同
一
内
容
の

も
の
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
、
こ
こ
で
は
ま
と
め
て
『
今
川
本
」

と
し
て
扱
っ
た
。

「
今
川
本
」
は
戦
国
武
将
、
今
川
義
元
（
一
五
一
九
～
六
○
）
か

ら
伝
え
ら
れ
た
こ
と
が
祓
文
か
ら
分
か
る
。
ま
た
、
曲
直
瀬
道
三

の
「
全
九
集
』
（
一
五
四
四
）
を
引
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、

本
書
は
一
五
四
四
～
六
○
年
頃
に
著
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

本
書
の
腹
診
図
は
小
児
門
の
中
に
あ
る
。
肋
骨
弓
お
よ
び
そ
れ

以
下
の
腹
部
に
お
け
る
積
聚
（
黒
丸
）
を
描
い
た
小
さ
な
図
が
七

弱
「
今
川
義
元
伝
言
」
に
お
け
る
腹
診
の
検
討

鈴
木
達
彦
・
遠
藤
次
郎
・
中
村
輝
子

っ
存
在
し
、
各
々
に
対
し
て
薬
物
に
よ
る
治
療
法
を
記
し
て
い

る
。
も
う
一
つ
、
腹
部
の
針
治
療
の
た
め
の
大
き
な
図
が
半
頁
の

大
き
さ
で
描
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
腹
部
の
黒
丸
は
小
図
と
異

な
り
、
固
定
的
で
、
五
臓
六
肺
の
ツ
ポ
に
近
い
意
味
を
持
つ
。

小
図
の
下
に
あ
る
説
明
文
か
ら
、
腹
診
図
に
お
け
る
病
理
観
を

あ
る
程
度
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
は
食
積
等
の
各
種

の
積
聚
が
で
き
る
原
因
も
、
腹
部
が
軟
弱
で
、
積
聚
が
各
所
に
移

動
す
る
の
も
、
脾
胄
の
気
が
弱
い
た
め
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い

る
。
一
方
、
大
図
に
は
説
明
文
は
な
い
が
、
腹
部
中
央
付
近
に
あ

っ
た
黒
丸
が
心
下
部
ま
で
上
が
っ
た
図
を
描
き
、
「
以
上
針
の
大

事
」
と
記
し
て
い
る
。
他
の
個
所
に
「
五
臓
の
気
の
不
平
」
の
論

が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
図
は
、
五
臓
の
精
に
邪
気
入
り
、

本
来
あ
る
べ
き
精
の
位
置
が
急
激
に
上
に
上
っ
た
状
態
を
描
い
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
諸
点
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
五
臓

の
精
が
急
激
に
動
く
病
証
に
対
し
て
は
針
治
療
を
、
脾
胄
の
機
能

の
衰
え
か
ら
く
る
積
聚
に
対
し
て
は
薬
物
治
療
を
お
こ
な
う
、
と

い
う
本
書
の
基
本
的
な
治
療
方
針
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

「
今
川
本
』
の
大
図
の
中
に
は
、
他
書
に
み
ら
れ
な
い
特
徴
的

な
図
が
描
か
れ
て
い
る
。
五
臓
の
精
の
存
在
す
る
場
所
を
頂
点
と
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し
て
三
角
形
を
描
き
、
底
辺
に
そ
の
ツ
ボ
の
主
治
症
を
羅
列
し
て

い
る
。
三
角
の
図
で
は
、
心
下
部
を
要
と
し
て
扇
形
に
展
開
し
た

腹
部
の
図
に
重
ね
る
よ
う
に
描
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
要
に
相
当

す
る
五
臓
の
病
が
腹
部
の
各
種
の
病
証
と
し
て
展
開
し
、
ま
た
逆

に
、
腹
部
の
各
種
の
病
証
の
治
療
を
要
の
五
臓
の
ツ
ボ
で
治
療
す

る
、
こ
と
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
要
に
相
当
す
る

部
分
は
心
下
部
ば
か
り
で
な
く
、
肋
骨
弓
に
沿
っ
て
左
右
計
八
箇

所
存
在
す
る
。

以
上
、
明
ら
か
に
し
て
き
た
「
今
川
本
」
の
腹
診
法
を
初
期
の

腹
診
書
の
そ
れ
と
比
較
し
て
み
た
い
。
初
期
の
腹
診
書
で
は
、

『
今
川
本
」
と
同
様
に
脾
胃
の
虚
弱
が
原
因
で
お
こ
る
積
聚
を
診

る
例
も
存
在
す
る
が
、
胸
腹
部
の
「
動
気
」
を
診
る
例
も
多
い
。

後
者
は
、
『
今
川
本
」
の
「
五
臓
の
気
の
不
平
」
に
相
当
す
る
。

ま
た
初
期
の
腹
診
書
で
は
、
し
ば
し
ば
「
背
診
」
と
「
腹
診
」
を

ペ
ア
で
診
察
し
て
い
る
。
「
背
診
」
は
「
五
臓
の
根
」
に
相
当
す

る
背
愈
穴
を
診
察
し
、
「
腹
診
」
は
流
動
的
な
腹
部
の
積
聚
や
動

気
を
診
て
い
る
。
『
今
川
本
」
に
は
「
背
診
」
は
示
さ
れ
て
い
な

い
が
、
肋
骨
弓
に
沿
っ
た
部
分
（
八
箇
所
）
が
こ
れ
に
相
当
し
、

流
動
的
な
病
症
を
呈
す
る
腹
部
と
対
立
さ
せ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
初
期
の
腹
診
書
の
中
に
は
、
冑
の
ツ
ボ
で
あ
る
「
上

院
、
中
院
、
下
院
」
と
五
臓
の
ツ
ボ
を
組
み
合
わ
せ
て
、
た
と
え

ば
、
「
肝
上
院
、
肝
中
院
、
肝
下
院
」
と
い
っ
た
ツ
ボ
を
新
た
に

作
っ
て
い
る
例
が
見
出
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
ツ
ボ
は
、
「
本
来
不

動
で
あ
る
五
臓
の
精
が
胄
気
を
得
て
活
動
す
る
」
と
い
う
生
理
観

を
背
景
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
ツ
ボ
の
例
は

「
今
川
本
」
の
三
角
の
図
の
発
想
に
近
似
し
て
い
る
。

『
今
川
本
』
の
腹
診
図
は
、
夢
分
流
の
腹
診
と
共
通
す
る
点
で

も
注
目
さ
れ
る
。
夢
分
（
齋
）
は
「
今
川
本
」
の
時
代
と
同
時
代

の
人
で
あ
る
が
、
現
在
残
さ
れ
て
い
る
資
料
は
時
代
が
下
っ
た
も

の
で
あ
る
。
夢
分
流
腹
診
の
当
時
の
原
形
を
探
る
上
で
も
、
『
今

川
本
』
の
意
義
は
深
い
と
い
え
よ
う
。
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